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魏
相
の
災
異
思
想 
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龍 

魏
相
（
？―

前
五
九
年
）
は
主
に
前
漢
の
宣
帝
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
政
治
家
と
し
て
名
高
い
一
方
、
經
學
者
と
し
て
は

殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
董
仲
舒
（
武
帝
期
）
以
降
の
災
異
思
想
の
展
開
に
お
い
て
、
卦
氣
說
を
も
と
に
し
た
京
房
（
元
帝
期
）

と
、
易
を
根
本
原
理
に
し
な
が
ら
月
令
的
五
行
說
を
も
と
に
し
た
劉
歆
（
成
帝
期
以
降
）
が
重
要
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
魏
相
の

災
異
理
論
は
、
易
學
の
面
で
は
京
房
の
卦
氣
說
よ
り
早
く
、
易
と
月
令
と
の
結
び
つ
き
に
お
い
て
も
劉
歆
に
先
驅
け
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
本
報
吿
で
は
魏
相
の
考
察
を
通
じ
、
前
漢
の
災
異
思
想
が
從
來
知
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
早
く
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
い
。 

ジ
ャ
イ
ナ
敎
議
論
學
に
お
け
る
議
論
の
勝
敗
條
件―

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
批
判
の
觀
點
か
ら―

 
 

須
藤 

龍
眞 

議
論
の
勝
敗
條
件
定
義
の
變
遷
は
、
中
世
イ
ン
ド
議
論
學
史
を
跡
づ
け
る
重
要
な
要
素
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
畫
期
と
し
て
、
佛

敎
徒
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
が
、
ニ
ヤ
ー
ヤ
學
說
批
判
を
通
し
て
、
新
た
に
二
種
の
敗
北
の
根
據
（n

ig
rah

asth
ān

a

）
を
打
ち
立
て
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の
議
論
學
說
が
ニ
ヤ
ー
ヤ
學
派
外
に
與
え
た
影
響
は
十
分
に
檢
討
さ
れ
て
い
な
い
。
本
發
表
で
は
、

兩
派
を
批
判
の
射
程
に
收
め
る
も
の
と
し
て
、
ア
カ
ラ
ン
カ
を
筆
頭
と
す
る
ジ
ャ
イ
ナ
敎
論
師
の
議
論
學
說
に
着
目
す
る
。
主
張
の

立
證
の
成
否
の
み
を
勝
敗
條
件
と
し
、
緻
密
な
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
批
判
を
展
開
す
る
ア
カ
ラ
ン
カ
等
の
主
張
の
檢
討
を
通
じ
て
、

ジ
ャ
イ
ナ
敎
議
論
學
の
特
徵
の
一
端
を
示
し
た
い
。 

別
理
隨
緣
說
に
對
す
る
宋
代
天
台
諸
師
の
反
應―

南
宋
天
台
山
家
派
に
お
け
る
諍
論
を
中
心
に―

 
 

久
保
田 

正
宏  

宋
代
天
台
の
四
明
知
禮
（
九
六
〇―

一
〇
二
八
）
が
提
唱
し
た
別
理
隨
緣
說
は
、
華
嚴
敎
學
に
近
接
す
る
宋
代
天
台
山
外
派
と
の

對
決
姿
勢
が
顯
著
な
、
知
禮
敎
學
を
代
表
す
る
敎
說
で
あ
る
。
し
か
し
、
知
禮
の
法
脈
に
連
な
る
山
家
派
諸
師
が
必
ず
し
も
こ
の
敎

說
を
肯
定
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
竹
庵
可
觀
（
一
〇
九
二―

一
一
八
二
）
の
よ
う
に
否
定
す
る
學
匠
も
存
在
し
た
。
そ
し
て
、
可
觀

に
よ
る
別
理
隨
緣
說
の
否
定
に
は
、
後
代
の
山
家
派
諸
師
か
ら
反
論
が
な
さ
れ
、
結
果
的
に
眞
如
隨
緣
論
の
解
釋
に
新
た
な
展
開
が

生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
本
發
表
で
は
、
こ
う
し
た
展
開
の
子
細
を
解
明
し
、
特
に
、
可
觀
の
見
解
が
後
の
南
宋
天
台
諸
師
に
及
ぼ
し

た
影
響
の
大
き
さ
を
指
摘
し
た
い
。 

三
宅
雄
次
郞
『
日
本
佛
敎
史
』
考
察―

雪
嶺
哲
學
の
萌
芽
と
し
て―

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

梶
田 

祥
嗣 

三
宅
雄
次
郞
（
雄
二
郞
、
號
雪
嶺
、
一
八
六
〇―

一
九
四
五
）『
日
本
佛
敎
史 

第
一
册
』（
明
治
十
九
年
六
月
）
は
、
三
宅
が
東
京

大
學
編
輯
所
奉
職
時
に
編
纂
し
た
實
質
的
初
作
で
あ
る
。
か
つ
て
家
永
三
郞
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
書
の
內
容
は
タ
イ
ト
ル
と
異

な
り
、
記
紀
の
高
等
批
評
が
目
的
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
の
價
値
は
記
紀
批
判
に
止
ま
ら
ず
、
後
に
刊
行
さ
れ
た

『
我
觀
小
景
』（
明
治
二
十
五
年
）
や
『
宇
宙
』（
明
治
四
十
二
年
）
等
に
お
い
て
確
認
さ
れ
る
方
法
論
や
哲
學
的
議
論
が
垣
閒
見
ら

れ
る
點
に
あ
る
。
そ
こ
で
本
發
表
で
は
本
書
を
雪
嶺
哲
學
の
萌
芽
的
著
作
と
位
置
づ
け
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。 

中
世
淨
土
宗
に
お
け
る
正
統―

聖
冏
・
聖
聰
著
作
を
中
心
に―

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 

鈴
木 

英
之 

中
世
の
淨
土
宗
は
三
祖
良
忠
の
死
後
、
六
つ
に
分
派
し
て
各
々
正
統
を
主
張
し
た
。
江
戶
期
に
良
曉
の
流
れ
を
汲
む
白
旗
派
が
そ

の
地
位
を
確
立
す
る
が
、
そ
の
礎
は
室
町
期
の
了
譽
聖
冏
・
酉
譽
聖
聰
ら
白
旗
派
の
碩
學
の
活
躍
に
あ
っ
た
。
聖
冏
・
聖
聰
は
菩
提

流
支
『
麒
麟
聖
財
立
宗
論
』、
法
然
『
彌
陀
本
願
義
疏
』
な
ど
の
假
託
文
獻
を
利
用
し
て
新
た
な
敎
學
を
形
成
・
宣
揚
し
、
夢
を
介
し

て
權
威
づ
け
を
行
う
と
い
っ
た
極
め
て
中
世
的
な
手
法
に
よ
っ
て
自
派
の
正
統
を
主
張
し
た
。
本
發
表
で
は
、
聖
冏
・
聖
聰
著
作
を

中
心
に
中
世
淨
土
宗
に
お
け
る
正
統
創
出
の
樣
相
に
つ
い
て
、
名
越
派
と
の
關
連
も
視
野
に
入
れ
て
論
じ
る
。 

法
稱
の
論
理
學
に
お
け
る
主
張
命
題
構
成
の
基
準
と
し
て
の
聖
言
と
世
閒
承
認 

 
 
 
 
 
 
 

岩
田 

 

孝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

論
書
や
對
論
に
お
い
て
自
說
を
主
張
す
る
者
は
、
論
證
因
の
吟
味
に
耐
え
得
る
主
張
命
題
の
構
成
を
意
識
す
る
は
ず
で
あ
る
。
證

明
に
値
す
る
主
張
命
題
を
構
成
す
る
た
め
の
條
件
は
何
か
。
こ
の
問
題
意
識
の
も
と
に
、
法
稱
（
六―

七
世
紀
頃
）
は
、
主
張
命
題

の
定
義
を
確
定
し
た
。
そ
の
定
義
に
は
「
主
張
命
題
は
聖
言
や
世
閒
承
認
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
な
い
」
と
い
う
條
件
も
組
み
込
ま
れ

て
い
る
。
し
か
し
聖
言
や
世
閒
承
認
は
、
特
定
な
學
派
や
慣
習
に
依
存
し
て
成
立
す
る
の
で
、
必
ず
し
も
妥
當
で
は
な
い
。
妥
當
性

の
疑
わ
れ
る
聖
言
や
世
閒
承
認
は
何
故
に
疑
似
主
張
を
否
定
す
る
基
準
と
な
る
の
か
。
聖
言
な
ど
の
基
準
に
關
す
る
法
稱
の
見
解
を

分
析
す
る
。 


